


















































ンDレセプター ）に注目し、これらのレセプター のクロー ニングに魚で初めて成功した(Suzukie/αﾉ.，
Gene,244:81-88,2000;Suzukiejaﾉ.,Biochem.Biophs.Res.Commm.,270,2000)。特にヒトにおいて、
血管拡張作用があり、心筋梗塞の治療に使用されているカルシトニン遺伝子関連ペプチドは、そのレ
セプターの発現を調べた結果、ヒラメでは海水適応に関係していることが判明した(Suzukiaα/.,
FisheriesSci",68:425-429,2002)。
さらに鈴木は、内分泌撹乱物質や重金属などの環境汚染物質に対する系を開発した。これは、ウロ
コの特徴を生かしたアッセイ系である(Suzukie/q/､,Peptides,21:115-124,2000;SuzukiandHattori,J.
PmealRes.,33:253-258,2002)。魚の脊椎骨は無細胞であり、魚は脊椎骨ではなく、ウロコからカル
シウムを出し入れおり、ウロコはヒトの脊椎骨を薄く輪切りにした構造をしている。したがって、ウ
ロコをヒトの脊椎骨のモデルとして利用可能である。そこでまず、今年度は海産魚類よりも反応性が
よいキンギョのウロコを用いて調べた（研究報告参照）。この系を用いることで、内分泌撹乱物質で
あるビスフェノールAは生殖以外にも骨代謝に悪影響を与えることを明らかにした。これは、脊椎動
物を通して初めての報告である。さらに重金属の1種であるカドミウムを10-13Mという非常に高感
度で検出でき、腎障害を経て間接的に骨に作用すると考えられていたカドミウムが直接的に骨に作用
することもわかった。なお、内分泌撹乱物質については、LifeSciencesに投稿中であり、カドミウム
については、平成15年度の水産学会で報告し、Biochem.Biophs.Res.CoⅡ皿皿.に投稿する予定である。
今後は、様々な海産魚類の環境汚染物質に対する影響を調べ、その多様性を追求して行く予定である。
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【研究業績】
1）学術論文
(1)Sasayama,Y.,Takei,Y.,Hasegawa,S・andSuzuki,D:DirectraisesinbloodCalevelsbyinfusmgahigh-
Casolutionintothebloodstreamacceleratethesecretionofcalcitonmfi･omtheultimobranchialglandin
eelsZool.Sci.,19,1039-1043(2002)
(2)Suzuki,N.,Suzuki,T.andKurokawa,T:Possibleinvolvementofcalcitoningene-relatedpeptidem
seawateradaptationofHounder:ExpressionanalysisofitsreceptormRNAinthegill.FisheriesSci.,68,
425-429(2002）
(3)Suzuki,N.andHattori,A.:Melatonmsuppressesosteoclasticandosteoblasticactivitiesinthescalesof
goldfish.J.PmealRes.,32,253-258(2002)
(4)Srivastav,A.K.,Tiwari,P.R.,Srivastav,S.K.andSuzuki,N.:Responsesofultimobranchialglandto
vitammD3treatmentinfeshwatermudeel,AﾉfV)hや"O"SC"C"αkeptindifferentcalciumenvironments.
Anat.Histol.Embryol.,31,257-261(2002)
(5)Sasayama,Y.andTakeuchi,A.:Reproductivestrategyofthetinyabyssalscallop(Deﾉ“/Qpeae"V"肥"s
q
〃α〃oche"jcoﾉ"s)collectedonthebottomoftheJapanSea,surmisedfi･omhistologicalobseIvationsofthe
gonads.Zool.Sci.,inpress
(6)Kimura,H.,Sato,M.,Sasayama,Y.andNaganuma,T.:Molecularcharacterizationandi"s""localization
ofendosynbioticl6SrRNAandRuBisCOgenesinthepogonophorantissue･MarmeBiotech.,mpress
(7)Kaida,N.andSasayama,Y.:DynamicsofplasmaCaandcalcitonmlevelsmstonefish(I"j"α畑
ノ叩o"jc"s)admmisteredahigl-Casolutionintothestomach.Zool.Sci.,inpress
(8)Suzuki,N､,Kambegawa,A・andHattori,A.:BisphenolAmfluencestheplasmacalciumlevelandinhibits
calcitoninsecretionmgoldfish.Zoo1.Sci.,inpress
(9)Yaoi,Y.Suzuki,M,Tomura,H,Sasayama,Y.,Kikuyama,S.andTanaka,S.:Molecularclonmgand
expressionregulationofotoconm-22inthebullfipogendolymphaticsacbyultimobranchialcalcitonin.
Endocrinology,inpress
2）著書
(l)笹山雄-p鈴木信雄「カルシトニン」『新ホルモンハンドブック』
日本比較内分泌学会編南江堂，印刷中
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【研究発表及び研究活動】
1）研究発表
(1)戒田典久，笹山雄-:オニオコゼ2倍体および3倍体の血漿Ca濃度に及ぼす経口的
Ca負荷の影響，平成14年度日本水産学会大会，奈良(2002,4)
(2)戒田典久：蛍光染色剤を用いたオニオコゼ受精卵の核および染色体の挙動，平成14年度
日本水産学会大会，奈良（2002,4）
(3)鈴木信雄，服部淳彦：キンギョのウロコに存在する破骨細胞及び骨芽細胞に対する
メラトニンの作用，第73回日本動物学会，金沢(2002,9),Zool.Sci.,19,1485(2002)
(4)佐野亜季実，椿智洋，花園誠，鈴木信雄，服部淳彦：ニワトリ破骨および骨芽細胞に
対するメラトニンの作用を調べる培養系の確立とその効果，第73回日本動物学会，
金沢(2002,9),Zool.Sci.,19,1485(2002)
(5)戒田典久，笹山雄一：2種の海産真骨魚類，オニオコゼとメジナの消化管前方部における
Caのhandlingについて，第73回日本動物学会，金沢(2002,9),Zool.Sci.,19,1495(2002)
(6)矢追雄一，鈴木雅一，戸村秀明，笹山雄一，菊山栄，田中滋康：ウシガエル内リンパ嚢
におけるカルシトニンによるotoconm-22mRNAの発現調節，第73回日本動物学会，
金沢(2002,9),Zool.Sci.,19,1495(2002)
(7)小木曽正造，坂井恵一，福島広行，又多政博，笹山雄一：ミサキギボシムシ
(Baわ"WﾉOss"s加応αtie"")の放卵・放精行動，第73回日本動物学会，金沢(2002,9),
Zool.Sci.,19,1501(2002)
(8)鈴木信雄，佐野亜季実，花園誠，服部淳彦：キンギョのウロコを用いたアッセイ系の
開発と骨代謝に関与するホルモンの作用，第27回日本比較内分泌学会，岡山(2002,11),
Proc.Jap.Soc・Comp・Endocrinol.,17,94(2002)
(9)矢追雄一，鈴木雅一，戸村秀明，倉渕真吾，笹山雄一，菊山栄，田中滋康：ウシガエルの鯉後
腺におけるプロホルモン転換酵素PClとPC2の遺伝子の発現，第27回日本比較内分泌学会，岡山
(2002,11),Proc.Jap.Soc.Comp.Endocrmol.,17,96(2002)
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2）研究交流
海外渡航
(1)笹山雄一，タイ王立国スリナカリンウイロット大学，メダカを環境指標に用いた農薬汚染の実
態に関する調査研究（2002,11）
3）各種活動
学会活動
(1)笹山雄-:日本動物学会評議員
(2)笹山雄一：第73回日本動物学会総括責任者（2002,9）
(3)鈴木信雄：第73回日本動物学会庶務幹事（2002,9）
社会活動
(1)笹山雄-:講演「遺伝子と生物多様性」，石川自然談話会，
のと海洋ふれあいセンター （2003,2）
(2)笹山雄一，小村和久：公開講座「海と空を知る」，
臨海実験施設（2003,3）
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【研究費】
1）科学研究費
(1)鈴木信雄（代表），若手研究B,重金属及び内分泌撹乱物質の骨代謝に及ぼす作用
骨硬化ホルモンとのクロストーク，2,400千円
2）その他
(1)笹山雄-(代表),平成14年度文部科学省在外研究員（創造開発研究）調査費，メダカを環境使
用に用いた農薬汚染の実態に関する調査研究，700千円
(2)笹山雄一（代表），平成14年度重点化経費（地域貢献),海と空を知る：生物多様性と環境放射
線を調べる，600千円
(3)鈴木信雄（代表），平成14年度重点化経費（若手教官の萌芽的研究），骨形成のメカニズムの解
明：魚類のウロコの再生を利用したアッセイの確立，890千円
(4)笹山雄-(GBIF分担),平成14年度科学事業振興事業団，無脊椎動物の生理機能の多様性に関す
るデータベースの開発，800千円
(5)笹山雄一（分担）：21世紀COEプログラム，環日本海域の環境計測と長期・短期変動予測，日
本海に生息する特徴ある海産無脊椎動物の生活様式の解明：ヒゲムシを例にして,1,500千円
(6)笹山雄一（代表）：平成14年度学長裁量経費（教育研究環境整備経費),臨海実験施設小型動力
船の更新，6,300千円
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